
組
合
長
　
原
﨑
智
仁
（
福
津
市

長
）

副
組
合
長
　
伊
豆
美
沙
子
（
宗
像

市
長
）

　
事
務
組
合
の
水
道
事
業
の
将
来

性
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

「
宗
像
地
区
事
務
組
合
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
２
０
２
７
」
（
計
画
期
間

　
平
成
30
〜
39
年
度
）
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
平

成
29
年
度
か
ら
市
民
委
員
６
人
に

よ
る
水
道
事
業
運
営
審
議
会
の
中

で
十
分
な
協
議
を
行
い
策
定
し
た

も
の
で
す
。
「
宗
像
地
区
事
務
組

合
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
7
」
の

内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

　
上
下
水
道
料
金
徴
収
関
連
業
務

の
委
託
業
者
の
制
服
が
、
8
月
か

ら
赤
と
グ
レ
ー
を
基
調
と
し
た
制

服
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
検
針
に
伺
う
際
は
「
従
事
者

証
」
を
携
帯
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
な
と
き
は
提
示
を
求
め
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
宗
像
地
区
上
下
水

道
料
金
セ
ン
タ
ー
☎
6
2
・

0
0
2
6

　
事
務
組
合
が
管
理
す
る
吉
田
ダ

ム
、
多
礼
ダ
ム
及
び
久
末
ダ
ム
は

危
険
防
止
の
た
め
、
魚
釣
り
は
禁

止
で
す
。
立
ち
入
り
も
禁
止
に
し

て
い
ま
す
。
釣
り
を
し
て
い
る
人

な
ど
を
見
か
け
た
際
に
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
久
末
ダ
ム
は
、
周
回
の

管
理
道
路
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
が
、

管
理
道
路
を
外
れ
て
ダ
ム
内
に
立

ち
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
　
宗
像
地
区
水
道
管

理
セ
ン
タ
ー
施
設
課
☎
6
2
･

0
9
7
5

事
務
組
合
経
営
施
設
課
施
設
係
☎

6
2
･
0
0
3
1

　
水
道
に
関
す
る
理
解
や
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
ポ
ス

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
事
務
組
合
ま

で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

対
象
　
福
津
市
、
宗
像
市
在
住
の

小
学
４
〜
６
年
生

テ
ー
マ
　
「
た
い
せ
つ
な
水
」
　

受
付
期
限
　
９
月
5
日
（
水
）

問
い
合
わ
せ
　
事
務
組
合
総
務
課

☎
6
2
・
0
0
3
1

　
福
津
市
及
び
宗
像
市
と
日
田
市

大
山
町
の
小
学
５
〜
６
年
生
が
、

施
設
見
学
や
グ
ル
ー
プ
活
動
を
と

お
し
て
水
の
大
切
さ
を
学
び
な
が

ら
交
流
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
29
日
（
土
）
8
時
30

分
〜
17
時

内
容
　
バ
ス
ツ
ア
ー
（
ラ
ー
メ

ン
・
餃
子
作
り
体
験
、
海
水
淡
水

化
施
設
見
学
）

　
応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
事
務
組
合
総
務
課

☎
6
2
・
0
0
3
1

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
ま
し
た

組
合
長
が

交
代
し
ま
し
た

8
月
か
ら
検
針
員
の

制
服
が
変
わ
り
ま
す

ダ
ム
な
ど
の
水
道
施
設
は

魚
釣
り
禁
止
で
す

平成30年7月１日号
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企
画
編
集
　宗
像
地
区
事
務
組
合
総
務
課

住
所 

〒
8
1
1-

3
5
0
7 

宗
像
市
多
禮
2
9
8
番
地

☎
6
2
・
0
0
3
1
　F
A
X 

6
2
・
1
9
7
0 

E-m
ail

　info@
m

unakatajim
u.or.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.m

unakatajim
u.or.jp/
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上水道修理や水道料金に関するお尋ねは…

●修理に関して
福間地区☎42・7788
津屋崎地区☎52・4155
●料金、開始、中止等に関して

（8:30 ～ 17:00 土曜、日曜日、祝日を除く）
宗像地区上下水道料金センター☎62・0026

宗
像
地
区
事
務
組
合

「
わ
た
し
た
ち
の
水
」絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

宗
像
地
区・大
山
町
こ
ど
も

交
流
事
業
〜
か
っ
ぱ
リ
ン
グ

2
0
1
8
〜
参
加
者
募
集

平成30年度 宗像地区事務組合予算平成30年度 宗像地区事務組合予算

▲従事者証 ▲新制服

▲ラーメン体験の様子

資本的支出
２３億４,０７５万６千円

一般改良費
17億3,606万3千円

拡張事業費2億6,788万2千円
企業債償還金
2億2,929万3千円

返還金 1千円

出資金
551万7千円

有価証券取得費
1億円

予備費
200万円    

補助金
4億8,308万6千円

出資金
4億3,967万5千円

固定資産売却代金1千円    

資本的収入
１４億２,９１６万円

負担金
及び寄附金
5,779万8千円

企業債
4億4,860万円

◆水道事業会計予算
収益的収支（家庭まで給水するための収支）

収支差引 ４億６,４３１万５千円

営業収益
27億9,952万9千円

営業費用
27億9,691万8千円

特別利益
1千円 営業外費用 6,265万円

特別損失 250万円

予備費
500万円   

◆一般会計予算
20億950万6千円（前年度比97.5％）予算額

◆急患センター事業
　特別会計予算

２億5,698万円
（前年度比101.8％）

歳入内訳

歳出内訳

分担金及び負担金
16億9,732万7千円

使用料及び手数料   242万2千円
国庫支出金 1,320万円

 

財産収入 16万4千円

繰越金 4,350万円

諸収入 1億29万3千円

組合債（消防債） 
1億5,260万円 

衛生費 1億6,342万円

総務費 4,306万6千円

議会費 178万5千円予備費 740万円

公債費 1億5,130万6千円

消防費
16億4,252万9千円

資本的収支（水道施設を整備・拡充するための収支）

資本的収支の不足額9億1,159万6千円は内部留保されている資金
（減価償却費などの現金支出を伴わない支出）などで補てんします。

事業収益
３３億３,１３８万３千円

事業収益
３３億３,１３８万３千円

事業費用
２８億６,７０６万８千円

営業外収益 5億3,185万3千円

予算額

◆大島簡易水道事業
　特別会計予算

6,230万4千円
（前年度比67.8％）

予算額

◆本木簡易水道事業
　特別会計予算

908万1千円
（前年度比123.2％）

予算額
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住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

を
早
期
に
感
知
し
て
、
あ
な
た
や

あ
な
た
の
家
族
の
大
切
な
生
命
を

守
り
ま
す
。
警
報
器
は
、
火
災
の

煙
や
熱
を
感
知
し
警
報
音
や
音
声

で
火
災
を
知
ら
せ
ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
で
は
１
９
７
０
年
代

後
半
に
は
火
災
に
よ
っ
て
約
６
千

人
の
死
者
が
発
生
し
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
０
２
年
に
は
住
宅
用
火

災
警
報
器
等
の
普
及
率
が
90
％

を
超
え
、
死
者
数
が
半
減
し
て
い

ま
す
。

　
住
宅
火
災
か
ら
、あ
な
た
や
あ
な

た
の
家
族
の
大
切
な
生
命
を
守
る

た
め
、住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
設
置
は
義
務
化
で
す

　
県
で
は
平
成
21
年
６
月
１
日
か

ら
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
付
い
て
い
て
良
か
っ
た

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
警
報
音
に

よ
り
、
火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
ぼ

や
で
消
し
止
め
た
事
例
や
就
寝
中
の

火
災
で
居
住
者
や
隣
人
が
警
報
音
に

気
づ
き
無
事
に
避
難
で
き
た
と
い
う

事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
そ
ろ
そ
ろ
交
換
時
期
で
す

　
警
報
器
は
、
古
く
な
る
と
電
子
部

品
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な
ど
で
火
災

を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
る
た

め
、
定
期
的
な
交
換
が
必
要
で
す
。

　
交
換
の
目
安
は
、
警
報
器
を
設
置

し
て
か
ら
10
年
で
す
。
警
報
器
を
設

置
し
た
時
に
記
載
し
た
「
設
置
年

月
」
、
ま
た
は
本
体
に
記
載
さ
れ
て

い
る
「
製
造
年
」
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
常
に
点
検
維
持
管
理
で

　安
心
生
活
を

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
適
切
に

機
能
す
る
た
め
に
は
維
持
管
理
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
「
い
ざ
」
と

い
う
と
き
に
警
報
器
が
適
切
に
作

動
す
る
よ
う
、
定
期
的
に
作
動
確

認
（
居
住
者
が
自
ら
１
ヵ
月
に
１

度
）
を
行
い
、
適
切
な
維
持
管
理

を
行
う
よ
う
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
訪
問
販
売
な
ど
に
よ
る
悪

質
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
機
種
に
よ
っ
て
、
作
動
確
認
の

方
法
、
交
換
時
期
が
異
な
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
説
明
書
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
　

問
い
合
わ
せ
　
予
防
課
☎
３
６
・

３
０
８
０

　
熱
中
症
と
は
…
体
の
中
の
水
分

や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
温
の
調
整
が
働
か
な
く
な
り
、

体
温
の
上
昇
・
め
ま
い
・
頭
痛
な

ど
を
引
き
起
こ
し
、
ひ
ど
い
時
に

は
け
い
れ
ん
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
障

害
が
生
じ
ま
す
。
毎
年
こ
の
時
期

か
ら
熱
中
症
に
な
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。

　
宗
像
地
区
で
平
成
29
年
５
月
か

ら
９
月
に
熱
中
症
で
搬
送
さ
れ
た

人
は
83
人
で
し
た
。

◆
症
状
及
び
重
症
度

◆
熱
中
症
か
な
と
思
っ
た
ら

・
涼
し
い
場
所
へ
移
動
し
、衣
服
を

緩
め
、安
静
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。

・飲
め
る
よ
う
な
ら
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
な
ど
の
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

・体
が
熱
け
れ
ば
脇
の
下
や
太
も
も

の
付
け
根
を
保
冷
剤
な
ど
で
冷
や

し
ま
し
ょ
う
。

◆
熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に

・部
屋
の
温
度
を
こ
ま
め
に
チ
ェッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

・エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
上
手
に
使

い
ま
し
ょ
う
。

・こ
ま
めに
水
分
を
補
給
し
ま
しょう
　

・無
理
を
せ
ず
、適
度
に
休
憩
を
取

り
ま
し
ょ
う
。

・日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

と
体
力
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
２
０
１
８
夏
の
課
外
授
業
in

む
な
か
た
」
の
一
環
と
し
て
、
小

学
生
を
対
象
と
し
た
「
め
ざ
せ
未

来
の
消
防
士
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
消
防
隊
員
に
な

っ
て
消
火
訓
練
や
煙
体
験
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
、
放
水
体
験

や
は
し
ご
車
の
試
乗
な
ど
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
開
催
日
時
や
申
込

方
法
な
ど
は
小
学
校
で
配
布
さ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
や
宗
像
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲
載
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
総
務
課
☎
３

６
・
２
８
７
２

　
５
月
25
日
（
金
）
に
県
消
防
学

校
（
嘉
麻
市
）
で
第
44
回
県
消
防

救
助
技
術
指
導
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
指
導
会
は
、
県
内
の

各
消
防
本
部
か
ら
選
抜
さ
れ
た
救

助
隊
員
が
、
は
し
ご
や
ロ
ー
プ
を

使
っ
て
素
早
く
移
動
す
る
訓
練

や
、
災
害
現
場
で
逃
げ
遅
れ
た
人

を
想
定
し
安
全
な
場
所
ま
で
救
出

す
る
正
確
さ
と
速
さ
を
競
う
も
の

で
す
。

　
宗
像
地
区
消
防
本
部
か
ら
は
、

６
チ
ー
ム
延
べ
18
人
の
救
助
隊
員

が
出
場
し
、
４
チ
ー
ム
が
見
事
入

賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ー
プ
ブ

リ
ッ
ジ
救
出
の
部
で
は
野
見
山
チ

ー
ム
が
、
引
揚
救
助
の
部
で
は
榎

本
チ
ー
ム
が
、
上
位
入
賞
を
果
た

し
、
来
る
７
月
20
日
（
金
）
に
大

分
市
で
開
催
さ
れ
る
九
州
地
区
消

防
救
助
技
術
指
導
会
へ
福
岡
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
全
国
大

会
出
場
を
目
指
し
て
日
々
訓
練
に

励
ん
で
い
ま
す
。
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採用予定人員　６人程度
試験日　１０月１４日（日）
受験資格等
①平成４年４月２日から平成１３年４月１日までに生まれた人
②平成３１年４月１日からの採用に応じられる人
申込期間　８月上旬～９月上旬
問い合わせ　消防総務課☎３６・２８７２
※採用予定人員等は７月１日現在の予定に基づくもので、
　変更になる場合がありますのでご了承ください。

宗像地区消防本部消防吏員採用試験案内

試験種類　全種類
試験日　福岡・筑豊地区　１０月２８日（日）
　　　　北九州・筑後地区　１１月４日（日）
願書配置予定　８月１０日頃から消防本部・各署所　
　　　　　　　に配置予定
願書受付　８月２８日（火）～９月１０日（月）
会場　▽北九州（九州共立大学）▽福岡（西南学院大学）
　　　 ▽筑豊（福岡県立大学）▽筑後（未定）

平成３０年度第2回危険物取扱者試験

イベント＆ニュース

第2回危険物取扱者試験受験準備講習会
◎危険物取扱者試験の受験対策として準備講習会を実施。
講習種類　乙種４類
講習日時　９月２１日（金）　９：００～１７：００
受付　　　８月２０日（月）～
講習場所　消防本部
問い合わせ　予防課☎３６・３０８０

拍子木貸出のご案内「秋季火災予防運動期間」
貸出用途　防火夜回り
貸出日　　１１月１日（木）～
受付期間　１０月９日（火）～１０月３１日（水）
貸出場所　消防本部
問い合わせ　予防課☎３６・３０８０

平成30年度第2回甲種防火管理新規講習会
講習種類　甲種防火管理新規講習
講習日時　１０月２５日（木）～１０月２６日（金）９：００～１７：００
受付　　　９月２５日（火）～
講習場所　消防本部　
問い合わせ　予防課☎３６・３０８０

定期救命講習の受講者募集 ※受講料無料
生命を救うのは、身近なあなたの応急手当です。個人で
の申し込みやグループでの参加もお待ちしています。
講習種類
　(１)普通救命講習Ⅰ（３時間）
　　 ７月１５日（日） ９：３０～１２：３０
　　１２月１6日（日）９：３０～１２：３０
　(２)上級救命講習（８時間）
　   １０月２１日（日）９：００～１８：００　※休憩1時間
講習内容　心肺蘇生法・ＡＥＤの使用方法・その他の応急手当
講習場所　消防本部　講堂
受付、問い合わせ　救急課
　☎３６・２４５５　ＦＡＸ３７・００１１
　E-mail : kyukyu@munakata119.jp
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